
24 - 23
34 - 23
42 - 20

Ｃ 36 - 38
M コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 0 1 1 1 8 8 1 0 4 4 3 6 0 0
7 * 0 1 6 10 1 2 3 0 6 6 0 2 0 1
8 0 0 0 2 4 1 2 3 1 0 1 2 1 0 0
12 0 0 0 1 2 6 8 1 3 6 9 2 0 2 0
13 * 0 0 4 6 3 6 2 1 8 9 0 0 1 0
17 0 0 0 2 2 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
18 0 0 0 8 12 0 0 3 0 4 4 2 1 2 0
19 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 * 0 0 7 11 1 2 3 4 5 9 0 1 0 1
30 0 1 2 5 10 2 2 3 1 0 1 4 5 0 0
31 0 0 0 4 4 0 2 0 2 0 2 0 1 0 0
32 * 0 0 9 10 6 8 4 6 5 11 1 4 0 0
33 0 0 0 2 3 0 0 1 1 2 3 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
1 4 52 77 29 42 24 19 41 60 14 22 5 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 1 2 2 0 0 3 0 1 1 0 2 2 0
6 * 4 8 3 5 2 3 1 0 3 3 1 3 2 0
8 * 0 8 7 17 3 4 4 1 1 2 0 7 1 0
9 * 1 3 3 7 4 8 5 3 2 5 0 0 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
14 * 1 5 8 14 5 9 2 1 3 4 2 1 1 0
32 * 1 3 4 4 5 6 5 1 3 4 2 0 1 0
33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
36 0 0 0 1 3 0 2 5 2 1 3 1 3 0 0
54 0 0 1 2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
61 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 1 1 2 2 1 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 0 0 0

7 29 31 56 21 34 29 9 15 24 7 17 8 0
RATE 24.1% 55.4% 61.8%

Team / Coach: 芦名　悦生
合　　　計 104 200

井上 大輝 4 7
0 - -

山本 修太 4 10
中山 満樹 0 1

大庭 椋 0 3
藁田 颯 2 18

高田 竜豪 16 17
長谷川 一生 0 1

七田 恭輔 0 3
松屋 佑季 24 23

松浦 慎哉 17 36
諏訪 裕亮 13 29

垣崎 真吾 4 16
清水 雄太 20 34

ST BS MIN

嵩原 樹 0 2

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 136 200
RATE 25.0% 67.5% 69.0%

0 - -
Team / Coach: 比嘉　靖

志水 祐太 4 7
0 - -

張本 正登 8 4
中原 啓太 24 19

アデバンジョ ウィリアム 15 20
藤本 巧太 15 26

池田 楓 16 21
原 勇気 2 4

伴 駿毅 11 19
牛尾 慶斗 5 5

生越 陸也 5 15
大橋 隆宏 8 19

BS MIN

草川 涼輔 10 22
山田 友哉 13 19

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

勝チーム

試 合 日 2018.05.03
大阪体育大学

記録 関西学生バスケットボール連盟

大阪体育大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

第45回関西学生バスケットボール選手権大会

試合ＮＯ 72
戦評
【総括】
第45回 関西学生バスケットボール選手権大会ベスト8が出揃った第3試合目のカードは立命館大学を破って勝ち上
がってきた短期決戦に滅法強い流通科学大学と、圧倒的運動量で相手チームを打ち破ってきた大阪体育大学との
一戦となった。前半は両チームの持ち味が最大限発揮され、流科大はスモールラインナップでファストブレイクとアウ
トサイドシュートで速い展開を披露し、大体大はアグレッシブにボールに喰らい付き、ラン&ガンからセットオフェンス
まで様々な展開で得点を重ねた。両チームともにハイペースな試合運びだけに、後半のスタミナがどこまで残されて
いるのかが勝敗を分けるだろう。第3ピリオド開始早々にこの試合の命運は別れた。大体大がインサイドを起点に猛
アタックを仕掛け、流科大はこれを凌ぐことができなかった。そのディフェンスの失墜がそのままオフェンスにも直結し
シュートが上手く決まらず最大33点のリードを許してしまう。最終ピリオドになってもその点差が覆ることはなく、136-
104で試合終了。大体大は圧巻の身体能力を披露してくれた#23アデバン、安定したインサイドプレーを発揮した
#32中原というＷルーキーの躍動が大きく目立った。対して破れてしまった流科大は点差以上に可能性を秘めてお
り、試合には敗れたもののディフェンスに定評のある大体大から104点を奪ったことは今シーズンも攻撃的なバスケッ
トを披露してる証明といえる。スモールラインナップで挑む完成形の姿が待ち遠しい内容だった。大体大はこの勢い
のまま準決勝にコマを進め、昨年果たすことができなかった優勝を掴み取ることができるのか。大きな期待を抱かせ
てくれる完璧な試合運びだった。
【第1ピリオド】
先制は大体大のルーキー#23アデバンで、続くは同じくルーキー#32中原で新戦力が見せ場を作る。もちろん流科
大も応戦し、#32高田がアグレッシブにペネトレイトを繰り出す。しかし大体大は序盤からラン&ガンで強気のバスケッ
トを展開し、開始4分で14-6まで流科大を突き放す。苦しい流科大だが、あくまで自分たちのペースを崩すことなく
しっかりセットオフェンスを展開し#9諏訪、#6清水が連続3Pシュートを沈め最終的には1点差まで持ち直す。両チー
ムともに強気で攻める姿勢を貫き、点の取り合いになることが予想される立ち上がりとなった。
【第2ピリオド】
両チーム勢い勝るままに第2ピリオドスタート。大体大は#13伴を軸に流科大のウィークポイントであるインサイドで徹
底抗戦し、3連続で得点を許してしまう。空気を変えたい流科大はタイムアウトを請求しファイブアウトで機動力で勝
負に出る。激しさを増したディフェンスとアウトサイドシュートで大体大に喰らいつき、残り5分で3点まで再び大体大に
詰め寄る。お互い走り合いでどんどん得点を重ねていきハイペースな試合運びで前半終了時点で58-46の大体大
リードとなった。流科大は#9諏訪が13得点、#6清水13得点。大体大は8人のメンバーが均等にスコアを挙げた。点差
こそ12点差となったが、流科大の最大の持ち味である爆発力でまだまだ先が読めない。
【第3ピリオド】
後半開始早々、大体大#13伴と#32中原の火を噴くようなインサイドアタックで一挙に23点のリードを奪い、完全に試
合を支配し始める。ディフェンスで体力を削られた流科大はそのままオフェンスまで影響し、上手く得点を重ねること
ができず時間だけが進んでいく。大体大#32中原のバスケットカウントと#23アデバンの超跳躍シュートで流科大の戦
意は一挙に降落し、31点差までスコアは開く。その後は流科大が#14松屋、#54山本が得点を重ねるも、もちろん手
を緩める大体大ではなく100-66で第3ピリオド終了。流科大のウィークポイントであったインサイドを徹底的に攻め込
んだ大体大の采配が光った。
【第4ピリオド】
大体大は196cmのルーキー#33志水を投入。#4草川、#8生越、#12大橋など経験値のあるメンバーが続々と得点し、
メンバーの厚さも伺えた。対する流科大は主将#8松浦を筆頭に諦めず攻防を繰り返し、得点を重ねた。両チーム
100点を超えるハイスコアで大体大に軍配が上がり、後半は大体大の圧巻の試合運びだった。

主審 髙野　杏実 副審 茅野　修司/東田　憲和 戦評

136 104

敗チーム

流通科学大学

佐々木 未央(関西学連)

開始時間 13:40
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 順位決定戦


